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研究成果の概要（和文）：我が国では国民皆保険制度のサステナビリティが脅かされている。一方、市区町村に
は予防医療プログラムを実施し、疾病負荷の削減、健康寿命の延伸、医療費の適正化を通じて、地域医療のサス
テナビリティ高めることが期待されている。中には創意工夫をこらした革新的な予防医療プログラムを実施して
いる例もある。本研究では、財政影響分析、費用効果分析、需要関数の推定を通じて、市区町村による予防医療
プログラムが地域医療のサステナビリティを高めているか否かを明らかにした。主な成果としては、地域で検体
測定室でのHbA1c測定プログラムへの助成が将来の医療費の削減に繋がることなど、国際学術誌9報の学術論文発
表を行った。

研究成果の概要（英文）：The sustainability of Japan’s universal health coverage, the mandatory 
social health insurance system, is threated, while municipalities are expected to increase it 
through implementing preventive healthcare programs, which lessen disease burden, prolong healthy 
life expectancy and contain healthcare expenditure. Some devise innovative programs. This project 
examined whether municipalities preventive healthcare programs increase the sustainability by budget
 impact analyses, cost-effectiveness analyses and demand function estimation. One of the major 
findings was a subsidy program for a walk-in HbA1c test in a community pharmacy would results in 
decreasing health care expenditure in the mid to long run. Nine original contributions were 
published in international academic journals.

研究分野：保健医療政策学・医療経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義としては、公衆衛生学なかでも医療経済学における古典的な課題である。予防医療は将来の
保健医療支出を削減できるかどうかという課題に対して、地域の検体測定室でのHbA1c測定による糖尿病対策と
いう事例において保健医療支出削減に繋がるという成果を得られたことである。また、一連の費用効果分析や需
要関数の推定では公衆衛生学における実証的な知見の蓄積に貢献している。社会的な意義としては、自治体が地
域医療のサステナビリティを高めるために実施できる予防医療プログラムに科学的な根拠を与えており、根拠に
基づいた政策決定の実践に繋がっていることが挙げられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 我が国は高齢社会となり医療への需要が増加し、医療技術の高度化も伴い、国民医療費が増大
し、医療財政や国民皆保険制度のサステナビリティが脅かされていた。対して、市区町村には国
民健康保険者として特定健診・特定保健指導（二次予防医療プログラム）を実施し、慢性腎不全・
透析を回避し、健康寿命の延伸と共に医療費の適正化に寄与することや、定期・任意の予防接種
実施者（一次予防医療プログラム）として、疾病負荷を減じることなどを通じて、地域医療のサ
ステナビリティ高めることが期待されていた。更に、市区町村では創意工夫をこらした革新的な
予防医療プログラム、例えば、薬局でのHbA1c測定への助成などが取り組まれ始めていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、目的は市区町村による予防医療プログラムが地域医療のサステナビリティ
を高めているか否かを明らかにすることである。対象とする予防医療プログラムについては、特
定健診・特定保健指導及び予防接種のような法によってその実施が規定されているもの、その実
施において市区町村が加えている工夫の取り組み、さらには、独自に行っているものを含める。
また、市区町村が加えている工夫の取り組みのうち、予防医療の特性に鑑みて受療行動変容につ
いても明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 サステナビリティへの影響の評価は、いわゆる医療費を中心とした公費の将来のキャッシュ
フローを明らかにすることによって行う。つまり医療費削減効果を定量する。保健医療プログラ
ムの経済評価の枠組みでは、財源影響分析を行う前提として、プログラムは実施する価値がある
ことを示さなければならないが、これは費用効果分析によって行う。費用効果分析によって単独
でそのようなプログラムを普及させることを正当化出来るか否かを明らかにする。受療行動変
容については、住民の予防医療への需要分析を行う。受療行動の理論に関する実証的な知見を得
たり、市区町村によるプログラムデザインへの含意を得たりすることが出来る。 
 
４．研究成果 
(1) 初年度の主な研究成果は、革新
的なプログラムの財源影響分析とし
て、検体測定室における HbA1c チェ
ックの補助事業による財源影響分析
を国際学術誌 Research in Social & 
Administrative Pharmacy に発表し
た(1)。この研究では、このようなプ
ログラムを実施すると地域の医療費
が 10 年目に 0.004％、15 年目に
0.0127％減じることが明らかにな
り、地域医療にサステナビリティを
高めることに繋がることが示唆され
た。右図が 15 年間の医療費削減を示
している。 
 
(2) 2 年目の主な研究成果は、予防接種プログラムの需要分析として、妊婦向けのインフルエ
ンザ予防接種の接種動機に関する研究を国際学術誌 Human Vaccine & Immunotherapeutics に発
表した(2)。妊婦の 40％余りがインフルエンザ予防接種を受けており、接種意向には産科医の助
言が大きな影響を与えていることが明らかになった。また、予防接種プロプログラムの費用効果
分析として、妊婦向けのインフルエンザ予防接種の費用効果分析を国際学術誌 Vaccine に発表
した(3)。妊婦向けのインフルエンザ予防接種を普及することが正当化できることが示唆された。 
 
(3) 3 年目の主な研究成果は、健診プログラムの費用効果分析として、特定健康診断に尿潜血
を加えて IgA 腎症および膀胱がんを早期発見するプログラムの費用効果分析を国際学術誌
Clinical and Experimental Nephrology に発表した(4)。特定健診において尿潜血を必須項目化
することは正当化できることが示唆された。尚、この研究成果は、「血尿診断ガイドライン 2023」
の「血尿マススクリーニングの妥当性」の項における最重要なエビデンスとして引用された(5)。
また、予防接種プログラムの費用効果分析として、百日咳含有ワクチンの就学前児童への追加接
種に関する費用効果分析を国際学術誌 Vaccine に発表した(6)。就学前児童への百日咳含有ワク
チン追加接種プログラムは費用対効果に優れず正当化できないことが示唆された。百日咳ワク
チンの追加接種の定期接種化については厚生科学審議会で審議が続いており、重要なエビデン
スとして報告された。 



 
(4) 4 年目の主な研究成果は、予防接種プログラムの費用効果分析として、ムンプスワクチン
の定期接種化に関する費用効果分析を国際学術誌 Vaccine に発表した(7)。ムンプスワクチンを
定期接種化することが正当化できることが示唆された。ムンプスワクチンの定期接種化につい
ては厚生科学審議会で審議が続いており、重要なエビデンスとして報告された。また、新しい 15
価と 20 価の肺炎球菌ワクチンの高齢者向け定期接種の費用効果分析を Vaccine に発表した(8)。
新しい肺炎球菌ワクチンを高齢者向け定期接種で使用することが正当化できることが示唆され
た。 
 
(5)  5 年目の主な研究成果は、予防接種プログラムの費用効果分析として、百日咳含有ワクチ
ンの思春期児童への追加接種に関する費用効果分析を国際学術誌 Vaccine に発表した(9)。思春
期児童への百日咳ワクチンの追加接種を定期接種化することが正当化できることが示唆された。
百日咳ワクチンの追加接種の定期接種化については厚生科学審議会で審議が続いており、重要
なエビデンスとして報告された。また、予防接種プログラムの需要分析として、定期接種である
高齢者対象を除いた対象者
向けのインフルエンザ予防
接種に対する市区町村の助
成状況の全国調査ををまと
め国際学術雑誌 Yakugaku 
Zasshi への掲載決定に至っ
た(10)。任意接種のインフ
ルエンザワクチン接種に関
しては、未就学児童におい
ては 45.7％の自治体が、妊
婦においては 10.2％助成制
度を設けていることが明ら
かになった。右図は妊婦に
対するインフルエンザ予防
接種の自己負担金額の分布
を示している。 
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